
自然と折り合 い を つ けたま ちづく り にむ けて

轟◎8 窯業ぬまっこくらぶ( ラムサ ー ル条約萱銀地)

の環境保全活動から学ぶ

｢杜 の都仙 台｣ か っ て は屋敷林､ 寺社林, で覆われ た街並み ､ 青葉山の 眼下を晴々 と流れて い る広瀬

川 , そ して 市中には せせ らぎの 音をたて ながら四谷用 水 (防火 , 生活用水 ､ 癒 しの空 間) が流れ込み

自然 と折り合 い をつ けた都市空間 で あ っ た だろうと憩軒れ ますo
し か し今日 ､ 高層 ビ ル が建ち並 び丘 陵地帯は乱開発 され ､ 利便性 ､ 効率性､ そ して物質的豊かさだけ

を追い 求 めた都市づ くりが お こ なわれ ｢地球温暖化防止｣ の 掛 け声 とは 裏腹 に生態系 を破壊 し続 けて

い る の が現状です｡

昨今で は 地下鉄東西線建設 ､ 東北大農学部の 移転 に よ っ て都市 の 中に あ っ て 豊 か な生態系 を保持 して

い た青葉山が壊滅的な破壊 をう ける こ とは必至で す ｡

オ オ タ カ 営巣地が 工 事に掛 か る とこ ろ か ら人 工営巣地 - の 移動 と い う措召削こつ い て
,
あ る市議会議員 は

｢ オオ タカと人間の どちらが大事か｣ と い う発言があ っ た とβ恥 ､て い ます.

人 工営巣地 - の移動と い う措置 にも大 い に問題 があるが , 市議会議員の 発言 は これ まで の人 間中心主義

自然 は人 間によ っ て 支配 される対象 の 開発 重視の 考えと い えるで しょ う｡

私た ちは次 の ように 考えます ｡ 人間 は生態系 の
一

部 で あり ､ 自然に 生 かされ生き て い る , ｢ 自然と折

り合 い を つ ける｣ こ の 考えは江 戸時代まで に は ､ 日本 の 伝統的自然観 で あ っ た｡

しか し､ 明治維新以降､ 富国強兵 ､ 殖産 興業を軸に した欧化政 策､ さらに戦後 ､ 物質的豊か ざを追い 求 め

た高度経済成長 に より ､ 日 本 の伝統的自然観は忘れ去 られ て きたと い えるで しょ う｡

｢地 球生命体｣ a) 危機が叫ばれて い る今 日 ､

と考えますo

自然 と折 り合 い を つ けた街 づく り に む け

大崎市にお い て ､ ラム サ
ー

ル 条約 に登録さ

れ ( 蕪栗 ､ 化女沼) 環境保全活動 を進めて

い る ｢蕪栗 ぬま っ こく らぶ｣ の 事務局長

戸島 潤 氏 をお招き し ､ 保全活動を どう

進 め て い る の か ､ そ して , 生産農家との 関

係 ､ 行政と の 関係 をどう作り あげて い る の

か講 演 を受 け討論 を通 し､ 深 めた い と思 い

ます ｡

< ウラ に つ づ く >

日本の 伝統的自然観を復権させ る こ とは とて も重要なこ とだ



日 時

場 所

参加費

連絡先

ス ケ ジ ュ ー ル

( お知らせ)

平成 2 1 年 8 月 8 日 (土)
.
1 2 : 3 0 -

市民サポ ー トセ ン タ ー

. ( セ ミナ
ー

ホ
ー

ル及 び市民活動シ ア タ ー )

5 0 0 円 + カ ン パ

自然に折り合 い を つ けた街づく り実行委員会

0 2 2
-

2 7 3 - 9 2 2 J 須江

1 2 : 3 0 -

1 4 : 0 0 -

1 5 : 0 0 -

講演 戸島 潤 氏 (蕪采 ぬ ま っ こく らぶ 事務局長)

討論

演奏会 血 a ru (青葉通 ケヤ キ音楽祭な どで活躍)

会場 の都合にて 中止 の場合 もあり ますo そ の 時は御

了解の ほ どよ ろ しくお 厭 い い た します｡

｢希望 の 島 ･ 東テ ィ モ
ー ル 有機農業とわた した ちの 未来 in 仙台J

日時 : 平成 2 1 年 1 0 月 7 日 (衣) 1 6 時開場予 定

会場 : エ ル ･ パ ー

ク仙台 (ギ ャ ラリ ー ホ ー ル)




